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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第170期
第２四半期
連結累計期間

第171期
第２四半期
連結累計期間

第170期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (百万円) 213,579 187,640 417,549

経常利益 (百万円) 45,536 26,824 76,176

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 31,812 17,892 52,187

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 47,629 47,226 61,749

純資産額 (百万円) 415,687 470,166 425,606

総資産額 (百万円) 800,417 898,076 857,508

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 227.84 128.10 373.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 51.15 51.62 48.89

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 94,410 34,325 125,748

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △33,612 △41,946 △104,019

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 26,995 △2,773 92,585

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 278,923 296,591 302,419
 

 

回次
第170期
第２四半期
連結会計期間

第171期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 129.61 75.91
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。

また、主要な関係会社の異動につきましては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　（連結

の範囲又は持分法適用の範囲の変更）」を参照ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

　①　経営成績

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、総じて回復基調にはありましたが、世界的な金融引締めによる

影響や中国における経済成長の鈍化など、不透明かつ不安定な状況が継続しました。国内経済においても、緩やか

な回復は継続したものの、物価上昇や世界経済の下振れリスクなど、楽観視できない状況が継続しました。

　半導体・電子部品業界の市場は、パソコン市場において、昨年度後半からの需要急減速に伴う在庫調整が継続し

ました。サーバー市場においては、生成AI関連を中心とした新たな成長領域は好調に推移したものの、既存のデー

タセンター向けサーバー市場は大口ユーザーによる投資抑制が継続し、全体として厳しい状況となりました。

　自動車業界の排気系部品市場は、世界的な半導体不足およびCOVID-19を発端としたサプライチェーンの混乱によ

る影響からの回復が進み、自動車生産台数が昨年度対比で徐々に増加しつつあります。

このような情勢のもと、当社におきましては、2023年度より始動しております５ヵ年の新たな中期経営計画

「Moving on to our New Stage 115 Plan」に基づき、５本の活動の柱(強化していく力)と製造業としての基盤活動

を軸に、事業環境変化に対応し、持続可能な成長の実現に向けた取り組みを進めております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,876億40百万円と前年同期に比べ259億38百万円

（12.1％）減少しました。営業利益は240億72百万円と前年同期に比べ173億31百万円（41.9％）減少しました。経

常利益は268億24百万円と前年同期に比べ187億12百万円（41.1％）減少しました。親会社株主に帰属する四半期純

利益は178億92百万円と前年同期に比べて139億19百万円（43.8％）減少しました。

 

電子事業

パッケージ(PKG)事業におきましては、生成AI用サーバー向けの受注は堅調に推移したものの、昨年度下期から続

くパソコン需要の減速およびデータセンター向けサーバー市場の低迷を受け、生産数量を調整した結果、売上高・

営業利益ともに前年同期に比べ減少しました。

以上の結果、電子事業の売上高1,025億79百万円となり、前年同期に比べ23.6％減少しました。同事業の営業利益

は159億91百万円となり、前年同期に比べ54.9％減少しました。

 
セラミック事業

自動車排気系部品であるディーゼル・パティキュレート・フィルター(DPF)は、大型商用車向け製品への受注シフ

ト及び日米欧の３拠点の役割を活かした最適地生産を進めたことに加えて、エネルギー費用を中心としたコスト上

昇分を、顧客との合意に基づいて販売価格に転嫁した効果などにより、売上高・営業利益ともに前年同期に比べ増

加しました。

触媒担体保持・シール材(AFP)は、サプライチェーンの混乱による影響からの回復など、世界的に自動車市場が回

復したことにより、売上高・営業利益ともに前年同期に比べ増加しました。

特殊炭素製品(FGM)は、Si半導体向け製品が堅調に推移したことに加え、SiCパワー半導体向け製品の需要の高ま

りを受け、売上高・営業利益ともに前年同期に比べ増加しました。

以上の結果、セラミック事業の売上高は481億10百万円となり、前年同期に比べ8.6％増加しました。同事業の営

業利益は57億57百万円となり、前年同期に比べ49.4％増加しました。
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その他事業

建材部門におきましては、住宅着工の落ち込みによる販売棟数の減少などにより、売上高・営業利益ともに前年

同期に比べ減少しました。

建設部門におきましては、受変電設備・発電設備の建設工事の受注が好調に推移したことに加え、工事が順調に

進捗したことにより、売上高・営業利益ともに前年同期に比べ増加しました。

その他部門におきましては、造園事業において、大型工事物件の施工が順調に進捗したことに加え、食品加工事

業が堅調に推移したことなどにより、売上高・営業利益ともに前年同期に比べ増加しました。

以上の結果、その他事業の売上高は369億50百万円となり、前年同期に比べ5.7％増加しました。同事業の営業利

益は24億61百万円となり、前年同期に比べ6.2％増加しました。

 
②　財政状態

当第２四半期連結会計期間末における総資産は8,980億76百万円となり、前連結会計年度末に比べ4.7％増加しま

した。総資産の増加の主な要因は、建設仮勘定が371億42百万円、投資有価証券が247億79百万円増加した一方で、

商品及び製品が87億43百万円、機械装置及び運搬具が66億62百万円減少したことによります。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は4,279億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ0.9％減少し

ました。負債合計の減少の主な要因は、未払法人税等が53億93百万円減少したことによります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は4,701億66百万円となり、前連結会計年度末に比べ10.5％増加

しました。純資産の増加の主な要因は、その他有価証券評価差額金が173億87百万円、利益剰余金が150億94百万

円、為替換算調整勘定が116億97百万円増加したことによります。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、2,965億91百万円とな

り、前連結会計年度末より58億28百万円減少しました。

各キャッシュ・フローの概要は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によって得られた資金は、343億25百万円（前第２四半期連結累計期間は944億10百万円）となりまし

た。これは主に税金等調整前四半期純利益281億98百万円、減価償却費215億96百万円による増加と、法人税等の支

払額147億52百万円による減少によります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動に使用された資金は、419億46百万円（前第２四半期連結累計期間は336億12百万円）となりました。こ

れは主に有形固定資産の取得による支出501億87百万円による減少によります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によって使用された資金は、27億73百万円（前第２四半期連結累計期間は269億95百万円の財務活動に

よって得られた資金）となりました。これは主に配当金の支払額27億97百万円によります。

 

(3) 重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第２四半期連結累計期間において、重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定に重要な変更はありま

せん。

 
(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 
(5）会社の支配に関する基本方針

当第２四半期連結累計期間において、会社の支配に関する基本方針に重要な変更はありません。
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(6) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、99億25百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 230,000,000

計 230,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2023年10月31日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 140,860,557 140,860,557

東京証券取引所
プライム市場
名古屋証券取引所
プレミア市場

単元株式数100株

計 140,860,557 140,860,557 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2023年９月30日 ― 140,860,557 ― 64,152 ― 64,579
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(5) 【大株主の状況】

2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 21,823 15.6

株式会社日本カストディ銀行
（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番12号 12,186 8.7

株式会社豊田自動織機 愛知県刈谷市豊田町２丁目１番地 6,221 4.4

株式会社大垣共立銀行 岐阜県大垣市郭町３丁目98番地 4,150 3.0

株式会社十六銀行 岐阜県岐阜市神田町８丁目26番地 4,130 3.0

イビデン協力会社持株会 岐阜県大垣市神田町２丁目１番地 3,922 2.8

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT
 （常任代理人　香港上海銀行東
京支店　カストディ業務部）

ONE CONGRESS STREET, SUITE 1, BOSTON,
MASSACHUSETTS
 （東京都中央区日本橋３丁目１１番１号）

2,598 1.9

大樹生命保険株式会社 東京都千代田区大手町２丁目１番１号 2,539 1.8

STATE STREET BANK WEST CLIENT
- TREATY 505234
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

1776 HERITAGE DRIVE, NORTH QUINCY, MA
02171, U.S.A.
 （東京都港区港南２丁目１５番地１号）

2,419 1.7

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 2,308 1.7

計 ― 62,300 44.5
 

(注) １  上記所有株式のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 21,823千株

株式会社日本カストディ銀行(信託口) 12,186千株
 

 
２　　上記株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する株式には当社株式201千株（役員向け株式交付信

託及び従業員向け株式交付信託）を含めております。
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３　　2023年６月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、ブラックロッ

ク・ジャパン株式会社及びその共同保有者が2023年５月31日現在で以下の株式を保有している旨が記載され

ているものの、当社として当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記

大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株式の数
（千株）

株券等保有割合
（％）

ブラックロック・ジャパン株
式会社

東京都千代田区丸の内１丁目８番３号 2,251 1.60

ブラックロック・アドバイ
ザーズ・ エルエルシー　
（BlackRock　Advisers,
LLC）

米国　デラウェア州　ウィルミント
ン　リトル・フォールズ・ドライブ　
251

230 0.16

ブラックロック（ネザーラン
ド）BV　（BlackRock　
(Netherlands) BV)

オランダ王国　アムステルダム　
HA1096　アムステルプレイン　１

266 0.19

ブラックロック・ファンド・
マネジャーズ・リミテッド
（BlackRock Fund Managers
Limited）

英国　ロンドン市　スログモートン・
アベニュー 12

621 0.44

ブラックロック（ルクセンブ
ルグ）エス・エー
（BlackRock (Luxembourg)
S.A.）

ルクセンブルク大公国 L-1855 J.F.ケ
ネディ通り　35A

288 0.20

ブラックロック・アセット・
マネジメント・カナダ・リミ
テッド（BlackRock　Asset
Management Canada　
Limited）

カナダ国　オンタリオ州　トロント
市　ベイ・ストリート　161、2500号

155 0.11

ブラックロック・アセット・
マネジメント・アイルラン
ド・リミテッド（BlackRock
Asset Management Ireland　
Limited）

アイルランド共和国　ダブリン　ボー
ルスブリッジ　ボールスブリッジパー
ク ２　１階

1,076 0.76

ブラックロック・ファンド・
アドバイザーズ　
（BlackRock　Fund
Advisors）

米国　カリフォルニア州　サンフラン
シスコ市　ハワード・ストリート　
400

2,086 1.48

ブラックロック・インスティ
テューショナル・トラスト・
カンパニー、エヌ.エイ.　
（BlackRock　
Institutional　Trust　
Company,N.A.）

米国　カリフォルニア州　サンフラン
シスコ市　ハワード・ストリート　
400

1,499 1.06

ブラックロック・インベスト
メント・マネジメント（ユー
ケー）リミテッド　
（BlackRock　Investment
Management（UK）Limited）

英国　ロンドン市　スログモートン・
アベニュー 12

234 0.17

計 ― 8,709 6.18
 

 
４　　上記のほか当社所有の自己株式964千株があります。

なお、自己株式964千株には株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する201千株（役員向け株式交付

信託及び従業員向け株式交付信託）は、含まれておりません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 ― ―

964,800

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,397,942 ―
139,794,200

単元未満株式
普通株式

― ―
101,557

発行済株式総数 140,860,557 ― ―

総株主の議決権 ― 1,397,942 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、役員向け株式交付信託及び従業員向け株式交付信託の導

入に伴い、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有する当社株式201,713株（議決権の数2,017個）が

含まれております。なお、当該議決権の数2,017個は、議決権不行使となっております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が83株含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
イビデン株式会社

岐阜県大垣市神田町
２丁目１番地

964,800 ― 964,800 0.68

計 ― 964,800 ― 964,800 0.68
 

（注）上記自己名義所有株式数には、役員向け株式交付信託及び従業員向け株式交付信託保有の当社株式数（201,713

株）を含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

 
２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2023年７月１日から2023年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 302,419 296,591

  受取手形、売掛金及び契約資産 75,942 ※  77,393

  電子記録債権 3,563 ※  3,754

  商品及び製品 30,871 22,127

  仕掛品 21,191 18,038

  原材料及び貯蔵品 27,132 25,769

  その他 15,765 19,602

  貸倒引当金 △59 △73

  流動資産合計 476,825 463,203

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 77,000 78,007

   機械装置及び運搬具（純額） 82,147 75,484

   土地 20,360 20,606

   リース資産（純額） 253 264

   建設仮勘定 119,038 156,180

   その他（純額） 8,167 8,081

   有形固定資産合計 306,967 338,626

  無形固定資産 5,179 4,822

  投資その他の資産   

   投資有価証券 61,342 86,122

   長期貸付金 8 8

   繰延税金資産 5,533 3,697

   その他 1,889 1,832

   貸倒引当金 △238 △236

   投資その他の資産合計 68,536 91,423

  固定資産合計 380,682 434,872

 資産合計 857,508 898,076
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 28,262 ※  28,157

  電子記録債務 12,169 ※  10,777

  短期借入金 65,030 45,030

  １年内償還予定の社債 - 35,000

  未払金 22,308 20,867

  未払法人税等 14,268 8,875

  賞与引当金 5,138 5,104

  役員賞与引当金 186 -

  設備関係支払手形 1 15

  設備関係電子記録債務 26,601 ※  27,897

  その他 49,354 46,819

  流動負債合計 223,321 228,544

 固定負債   

  社債 100,000 65,000

  長期借入金 105,000 125,000

  リース債務 167 157

  再評価に係る繰延税金負債 68 68

  退職給付に係る負債 573 688

  株式報酬引当金 548 497

  繰延税金負債 825 6,526

  その他 1,398 1,427

  固定負債合計 208,581 199,365

 負債合計 431,902 427,909

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 64,152 64,152

  資本剰余金 64,494 64,494

  利益剰余金 229,804 244,899

  自己株式 △3,126 △2,980

  株主資本合計 355,324 370,565

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 24,430 41,818

  土地再評価差額金 160 160

  為替換算調整勘定 39,323 51,021

  その他の包括利益累計額合計 63,914 92,999

 非支配株主持分 6,367 6,601

 純資産合計 425,606 470,166

負債純資産合計 857,508 898,076
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 213,579 187,640

売上原価 144,903 136,435

売上総利益 68,675 51,204

販売費及び一般管理費 ※  27,270 ※  27,131

営業利益 41,404 24,072

営業外収益   

 受取利息 262 626

 受取配当金 799 867

 持分法による投資利益 0 1

 為替差益 3,034 1,119

 その他 479 542

 営業外収益合計 4,577 3,157

営業外費用   

 支払利息 127 303

 社債発行費 197 -

 その他 119 101

 営業外費用合計 444 405

経常利益 45,536 26,824

特別利益   

 固定資産売却益 75 4

 投資有価証券売却益 19 0

 関係会社株式売却益 - 3,067

 受取保険金 105 -

 その他 28 23

 特別利益合計 229 3,095

特別損失   

 固定資産除却損 2,218 811

 減損損失 90 489

 その他 282 419

 特別損失合計 2,591 1,721

税金等調整前四半期純利益 43,175 28,198

法人税等 11,232 10,172

四半期純利益 31,942 18,025

非支配株主に帰属する四半期純利益 130 133

親会社株主に帰属する四半期純利益 31,812 17,892
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 31,942 18,025

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △5,473 17,480

 為替換算調整勘定 21,160 11,720

 その他の包括利益合計 15,687 29,200

四半期包括利益 47,629 47,226

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 47,504 46,977

 非支配株主に係る四半期包括利益 125 248
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 43,175 28,198

 減価償却費 26,740 21,596

 減損損失 90 489

 賞与引当金の増減額（△は減少） 236 △34

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △173 △186

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △35 11

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 147 115

 受取利息及び受取配当金 △1,062 △1,493

 支払利息 127 303

 持分法による投資損益（△は益） △0 △1

 有形固定資産売却損益（△は益） △75 △4

 有形固定資産除却損 2,218 811

 投資有価証券売却損益（△は益） △19 △0

 関係会社株式売却損益（△は益） - △3,067

 売上債権の増減額（△は増加） 22,704 △1,642

 棚卸資産の増減額（△は増加） △8,792 14,632

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,926 △1,804

 未払費用の増減額（△は減少） 1,245 419

 その他 24,821 △10,456

 小計 108,422 47,888

 利息及び配当金の受取額 1,063 1,493

 利息の支払額 △127 △303

 法人税等の支払額 △14,947 △14,752

 営業活動によるキャッシュ・フロー 94,410 34,325

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △32,961 △50,187

 有形固定資産の売却による収入 181 137

 無形固定資産の取得による支出 △407 △576

 投資有価証券の取得による支出 △17 △20

 投資有価証券の売却による収入 38 0

 長期貸付金の回収による収入 0 0

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

- 8,686

 その他 △445 13

 投資活動によるキャッシュ・フロー △33,612 △41,946
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 - 45,000

 長期借入金の返済による支出 - △45,000

 社債の発行による収入 50,000 -

 社債の償還による支出 △20,000 -

 自己株式の取得による支出 △4 △7

 自己株式の売却による収入 145 154

 配当金の支払額 △2,797 △2,797

 非支配株主への配当金の支払額 △14 △14

 リース債務の返済による支出 △333 △106

 財務活動によるキャッシュ・フロー 26,995 △2,773

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,538 4,565

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 93,331 △5,828

現金及び現金同等物の期首残高 185,592 302,419

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  278,923 ※  296,591
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)
　

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であった揖斐電電子（北京）有限公司は、当社が保有す

る全株式を売却したことにより、また、IBIDEN DPF France S.A.S.は、清算が結了したことにより連結の範囲か

ら除外しております。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)
　

 
当第２四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日等をもって決済処理しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

受取手形 ―百万円 139百万円

電子記録債権 ―百万円 429百万円

支払手形 ―百万円 72百万円

電子記録債務 ―百万円 1,198百万円

設備関係電子記録債務 ―百万円 1,568百万円
 

　
　　

(四半期連結損益計算書関係)

※　　販売費及び一般管理費の内、主要な費目及び金額

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

従業員給料手当 4,737百万円 4,822百万円

賞与引当金繰入額 1,032百万円 894百万円

研究開発費 9,772百万円 9,925百万円
 

 
 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

現金及び預金勘定 278,923百万円 296,591百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

－百万円 －百万円

現金及び現金同等物 278,923百万円 296,591百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．配当金支払額

 

 
(決議)

株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月16日
取締役会

普通株式 2,797 20.00 2022年３月31日 2022年６月２日 利益剰余金
 

(注) 配当金の総額には、役員向け株式交付信託及び従業員向け株式交付信託が所有する当社の株式に対する配当金

５百万円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　

 
(決議)

株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年10月27日
取締役会

普通株式 4,196 30.00 2022年９月30日 2022年11月25日 利益剰余金
 

(注) １　１株当たり配当額には、記念配当10円が含まれております。

 ２　配当金の総額には、役員向け株式交付信託及び従業員向け株式交付信託が所有する当社の株式に対する配

当金７百万円が含まれております。

 
当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．配当金支払額

 

 
(決議)

株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月15日
取締役会

普通株式 2,797 20.00 2023年３月31日 2023年６月１日 利益剰余金
 

(注) 配当金の総額には、役員向け株式交付信託及び従業員向け株式交付信託が所有する当社の株式に対する配当金

４百万円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　

 
(決議)

株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月26日
取締役会

普通株式 2,797 20.00 2023年９月30日 2023年11月27日 利益剰余金
 

(注) 配当金の総額には、役員向け株式交付信託及び従業員向け株式交付信託が所有する当社の株式に対する配当金

４百万円が含まれております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

 

報告セグメント
その他

 

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３電子 セラミック 計

売上高        

 顧客との契約から
 生じる収益

134,316 44,297 178,614 34,964 213,579 － 213,579

 外部顧客への売上高 134,316 44,297 178,614 34,964 213,579 － 213,579

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ 41 41 7,039 7,080 △7,080 －

　　　　　計 134,316 44,338 178,655 42,004 220,659 △7,080 213,579

セグメント利益 35,456 3,852 39,309 2,317 41,627 △223 41,404
 

(注) １「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設、建材、合成樹脂加工業、農畜

水産物加工業、石油製品販売業、情報サービス等の各種サービス業等を含んでおります。

　　　２ セグメント利益の調整額△223百万円は、セグメント間取引消去及び配賦不能費用であります。

　 ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　特記すべき事項はありません。
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当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

 

報告セグメント
その他

 

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３電子 セラミック 計

売上高        

 顧客との契約から
 生じる収益

102,579 48,110 150,689 36,950 187,640 － 187,640

 外部顧客への売上高 102,579 48,110 150,689 36,950 187,640 － 187,640

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

2 23 25 6,719 6,745 △6,745 －

　　　　　計 102,582 48,133 150,715 43,669 194,385 △6,745 187,640

セグメント利益 15,991 5,757 21,748 2,461 24,209 △137 24,072
 

(注) １「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設、建材、合成樹脂加工業、農畜

水産物加工業、石油製品販売業、情報サービス等の各種サービス業等を含んでおります。

　　　２ セグメント利益の調整額△137百万円は、セグメント間取引消去及び配賦不能費用であります。

　 ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

セグメントに帰属しない遊休資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。なお、当該減損損

失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては489百万円であります。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 227円84銭 128円10銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 31,812 17,892

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

31,812 17,892

期中平均株式数(千株) 139,624 139,672
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式（役員向け株式交付信託及び従業員向け株式交

付信託分）を１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含

めております。１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第２四半

期連結累計期間273千株、当第２四半期連結累計期間223千株であります。
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２ 【その他】

2023年10月26日開催の取締役会において、第171期事業年度(2023年４月１日より2024年３月31日まで)の中間配当を

次のとおり実施することを決議いたしました。

① 中間配当金の総額 2,797,913,480円

② １株当たりの金額 20円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2023年11月27日
 

(注) 2023年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2023年10月31日

イビデン株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　名古屋事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　北　　尚　　史  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 杉　　浦　　章　　裕  

 

 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイビデン株式会

社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イビデン株式会社及び連結子会社の2023年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 
・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ
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れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

 
　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以    上

　
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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